
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8700120001JJ/20090403

( 科目コード：8700120001JJ)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】情報処理
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・1 年次
【担当教員】

柳田 友士

【授業目標・教育方針】
  コンピュータを利用する際の、ソフトウエアの役割を理解する。ソフトウエア作成に用いるプログラミング言語、特
に手続き型言語を用い、プログラムを作成できるようにする。
  基本的なアルゴリズムを理解したうえで、簡単な問題解決のプログラムを作成できるようになる。

【授業概要】
前期 :
  コンピュータ利用におけるソフトウエアの役割、ソフトウエアの中でのプログラムの位置づけを理する。処理内容の
表現にはさまざまな方法があることを理解した上で、手続き ( 手順 ) の記述による表現を習得する。手続きの進行と
コンピュータの動作との対応についても理解を深める。
  手続きの記述に流れ図を用い、制御構造の基本を習得するとともにプログラミング言語との関連づけを行い、C 言語
への入門準備とする。
  順次処理、選択処理、繰り返し処理の仕組みを理解し、これらを組み合わせた基本的な処理の記述ができるようにな
ることを目標とする。

後期 :
  前期に習得した手続き記述を C 言語で行う。流れ図では手続きを中心に考えてきたが、プログラミングの世界では
データ ( 変数や定数 ) の管理も重要であり、プログラム言語では手続きの制御構造とデータの管理構造を記述するこ
とを理解する。
  標準入出力装置での入出力と、if then else および while を用いた基本的なプログラム作成で C 言語に慣れる。また配
列の概念も導入する。
  探索、整列等の初歩的アルゴリズムも学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
「C プログラミングの基礎 ] 蓑原 隆著、サイエンス社

【成績評価方法】
［前期］中間試験：25%，期末試験：25%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：授業中の課題 10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：情報処理）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 情報処理の役割 1   概念としての計算 ( 情報処理 ) を定義し、情報の入出
力、プログラムおよびプログラム言語の役割を理解す
る。
  目的を達するためには手順を踏む必要があることを
理解する。
  情報処理技術がどのような分野に応用されているか
も見る。

2 情報処理の役割 2 前回続き。
3 情報処理の役割 3 前回続き。
4 手続きの記述 1   具体的に設定した目的を達成するための、具体的な

手順を組み立て、手順の重要性を理解する。手順が正
しくないとどのような結果を生むかも見る。
  手順を正確に伝える、記述することが必要であるこ
とを理解する。
  手順 ( 手続き ) を記述するさまざまな方法を学ぶ。12
回までは流れ図を用いて手順を記述する。

5 手続きの記述 2 前回続き。
6 順次処理   順次処理の記述を学ぶ。

  順次処理だけでは複雑な処理ができないことも理解
する。

7 選択処理 1   選択処理の記述を学ぶ。
  条件により処理を選ぶことで処理内容に変化を持た
せることができることを学ぶ。
  さまざまな処理の手続きを記述してみる中で、手続
きの構造化の準備をする。

8 選択処理 2 前回続き。
9 繰り返し処理 1   繰り返し処理の記述を学ぶ。

  繰り返しの考え方を確実に身に付ける。
  繰り返し処理と選択処理を組合せた処理を学ぶ。
  構造化プログラミングの考え方を学ぶ。

10 繰り返し処理 2 前回続き。
11 繰り返し処理 3 前回続き。
12 繰り返し処理 4 前回続き。
13 プログラミング入門 1   パーソナルコンピュータと C 言語処理系の利用法に

慣れる。
  入出力を含む簡単なプログラム作成とコンパイル、
実行。

14 プログラミング入門 2   C プログラムの基本形。
  データ ( 変数 ) の型の考え方を学ぶ。

15 プログラミング入門 3   int 型を用いた簡単な数値計算をするプログラムを作
成してみる。

16 if 文 1   if 文を用いた処理の記述を学ぶ。
  場合を分けて処理する。

17 if 文 2 if 文の入れ子により複雑な場合分けをする。
18 while 文 1   while 文による繰り返し処理。

  データの終わりまで読む。
  整数値データの合計を求める。

19 while 文 2 最大値、最小値を求める。
20 while 文 3 初期化の考え方を学ぶ。
21 for 文 1   for 文の使い方。

  while 文で書いたものを for 文に書換えてみる。
22 for 文と配列 1   配列の使いかたを学ぶ。

  配列の利用と、配列中の値の合計。
23 for 文と配列 2   配列中の値の最大値、最小値を求める。

  添字の使いかた。配列中の値の最大値、最小値の場
所を求める。
  配列中からデータを探す ( 探索 )。
  繰り返し制御の技法として番兵を置く方法を試みる。

24 整列 1   データを順番に並べ換える ( 単純選択法 )。
25 整列 2   前回続き。
26 double 型   小数点付き数の扱いと数学関数。

  2 次方程式の根を求める。
27 関数 1   関数定義の基本形を学ぶ。関数を作る。
28 関数 2   変数のスコープについて学ぶ。局所変数と広域変数

の違い。
  引数による受渡しと広域変数を用いた受渡し。

29 関数 3   関数を用いたプログラミング。
30 関数 4   前回続き。
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